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第 1 章 はじめに 

1.1 Voicon とは 

Voicon は、ゲームなどの英語音声を日本語化するための作業支援ツールです。英語音声を音声認識でテキスト化し、

翻訳して日本語テキストを作成します。そこから日本語音声を生成し、出力します。これらの作業を一連の流れで

行うことができます。 

音声認識には Whisper、翻訳には AI 翻訳サービス、日本語音声の生成には AivisSpeech を使用します。 

1.2 このマニュアルについて 

本マニュアルでは、Voicon の基本的な使い方について説明します。機能説明のサンプルゲームとして「SCP - 

Containment Breach」（※Steam 版）を使用します。 

Voicon および関連ソフトウェアのインストール、翻訳サービスの利用登録、ライセンスの購入・登録については、

「ゲーム音声日本語化支援ツール スターターガイド」を参照してください。 

1.3 利用上の注意（著作権） 

Voicon で作成する日本語音声は、元の音声を音声認識し、その内容を日本語へ翻訳したうえで音声化したものです。

日本語音声として新たに生成されたものであっても、元の音声、台詞、文章等に関する著作権その他の権利が消滅

したり、元の著作物と無関係なものになったりするわけではありません。 

作成した日本語音声を第三者へ配布・公開することは、権利者の許諾や利用条件等によって認められている場合を

除き、自由に行えるものではありません。配布・公開を行う際は、対象となるゲームやコンテンツの権利者が定め

る利用条件、ガイドライン、ライセンス等を確認してください。 

作成した日本語音声を販売するなど、商用目的で自由に利用することはできません。商用利用について権利者から

明示的な許諾を得ている場合などを除き、商用目的での利用は行わないでください。 

Voicon の利用ライセンスは、Voicon で作成した日本語音声について、元となった著作物の権利者に代わって、第

三者への配布、公開または商用利用を許諾するものではありません。また、SiegWorks は、利用者が Voicon で使

用する音声、文章その他のコンテンツについて、必要な権利または許諾を有していることを保証するものではあり

ません。 

Voicon で作成した日本語音声等の利用に関連して、著作権その他の第三者の権利に関する請求、異議、紛争、その

他のトラブルが生じた場合、本ソフトウェア利用者自身の責任において対応するものとします。SiegWorks は、法

令上認められる範囲において責任を負いません。 

  

https://store.steampowered.com/app/2178380/SCP__Containment_Breach/?l=japanese
https://store.steampowered.com/app/2178380/SCP__Containment_Breach/?l=japanese
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第 2 章 Voicon を使用する前に 

2.1 必要なソフトウェア 

Voicon は次のソフトウェアまたはサービスを使用します。 

• Whisper：ゲーム音声の音声認識に使用します。 ※Ver2.0 より Voicon アプリ内に組み込まれました 

• AivisSpeech：翻訳した日本語文章から日本語音声を作成するために使用します。 

• 翻訳サービス：音声認識した文章を日本語へ翻訳するために使用します。 

 

各ソフトウェアの導入方法や翻訳サービスの利用登録については、スターターガイドを参照してください。 

※DCS World のミッションファイル（miz）を日本語化する場合は DCS Localizer 画面上で作業対象ミッションを

選択して編集行に入ることで Voicon を起動します。DCS Localizer との連携機能については、「DCS Localizer

ユーザーマニュアル」と「Voicon DCS World 専用機能ガイド」を参照してください。 

 

2.2 対応する音声ファイル 

Voicon では、ゲームで使用される WAV、OGG、MP3 形式の音声ファイルを対象として日本語化作業を行います。 
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第 3 章 メイン画面 

3.1 メイン画面 

 

メイン画面では、作業に使用するプロファイルの作成や選択、作業パラメータの設定を行います。 

 

 

 

 

 

  



9 

 

3.2 設定 メニュー 

  

3.2.1 音声認識モデル メニュー 

 

音声認識に使用するモデルの選択・変更やファイルの削除ができます。モデルデータを変更する場合は、上部リ

ストでモデルを選択してください。 

※モデルデータが大きいほど、認識精度が高くなる傾向があります。 

 

ダウンロードフォルダを指定し、[ダウンロード実行]ボタンを押すと、指定モデルのダウンロードを開始します。 

※ダウンロード済みのモデルデータを削除してからダウンロードが開始されます。 

 

一時的にディスク容量を空けたい場合は[モデルデータ削除]ボタンを押すことで、モデルデータを削除すること

ができます。モデルデータを削除した場合、文字起こし機能は使用できません。 
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3.2.2 文字起こし同時処理数 メニュー 

音声認識による文字起こしの同時実行数を指定します。 

 

Voicon では、文字起こしの同時実行数を最大 5 件まで設定できます。ただし、「5 件」という数値はアプリケー

ション上で設定できる最大値であり、5 件の同時実行を保証するものではありません。 

音声認識で使用する音声モデルによって必要なメモリ容量は異なり、さらに PC のシステムメモリ（RAM）や

GPU メモリ（VRAM）の容量・使用状況などによっても、実際に同時実行できる数は変わります。 

そのため、お使いの PC 環境で何件まで同時実行できるかを、あらかじめ一律に判断することはできません。 

同時実行数を変更する場合は、まず「1」に設定して動作させ、システムメモリや GPU メモリの使用状況を確認

してください。その後、「2」「3」……と少しずつ値を増やし、その都度メモリ使用量や動作状況を確認しなが

ら、適切な同時実行数を設定してください。 

使用する音声認識のモデルを変更するとメモリ使用量も変わるため、モデルを変更した場合は、再度同時実行数

を確認することを推奨します。 

 

3.2.3 音声同時生成数 メニュー 

 

日本語テキストから音声を生成する処理の同時実行数を指定します。変更する場合は CPU やメモリの使用状況

を確認しながら徐々に増やしてください。 
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3.2.4 翻訳エンジン メニュー 

翻訳に使用するサービスの API キーやモデルなどを設定し、接続テストを行います。接続テストが完了した翻訳エ

ンジンは、メイン画面の［翻訳エンジン］で選択できるようになります。 

 

[翻訳エンジン]（画面左側リスト） 

 使用する翻訳エンジンを選択します。 

[API キー/認証キー] 

 該当サービスを利用するための API キーを入力します。 

[モデル] 

Google Gemini API および OpenAI API では、翻訳に使用するモデルを選択します。 

※Google Cloud Translation API ではモデル選択はありません。 

Voicon で利用するモデルの目安は次のとおりです。料金は 2026 年 8 月時点の標準 API 料金です。 

サービス モデル 
入力料

金* 

出力

料金* 
Voicon での目安 

OpenAI API 

GPT-5.6 Luna $0.20 $1.20 
低コスト重視。 GPT-5 mini より翻訳品質を抑えつつ、料金を節約して大

量に翻訳したい場合に適しています。 

GPT-5 mini $0.25 $2.00 
品質重視・おすすめ。 翻訳品質と指示への追従性に優れ、DCS など専門

用語や文脈判断を含む翻訳にも適しています。 

GPT-4.1 mini $0.40 $1.60 
旧世代の安定型。 高速で安定していますが、現在は品質・料金の両面から

GPT-5 系を優先して選ぶのがおすすめです。 

Google Gemini API 

Gemini 3.5 Flash-Lite $0.30 $2.50 
Gemini の品質重視。 Gemini 系で翻訳品質を優先する場合の第一候補で

す。 

Gemini 3.1 Flash-Lite $0.25 $1.50 
Gemini のバランス型。 3.5 より料金を抑えながら、品質とのバランスを

取りたい場合に適しています。 

Gemini 2.5 Flash-Lite $0.10 $0.40 
最安重視。 翻訳品質より料金を優先し、大量の音声をできるだけ安く翻訳

したい場合に適しています。 
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サービス モデル 
入力料

金* 

出力

料金* 
Voicon での目安 

Google Cloud 

Translation API 
Cloud Translation Basic ― ― 

手軽さ・大量処理重視。 AI モデルの選択は不要で大量翻訳に向きますが、

翻訳ロール、読み替え辞書（後述）が使えません。3 サービスの中では翻

訳品質は最も低めです。 

* OpenAI／Gemini は 100 万トークンあたりの料金です。 

＜トークンとは＞  

OpenAI API や Gemini API では、文章の処理量を「トークン」という単位で計算します。 

トークンは文字数や単語数と完全に一致するものではなく、文章を AI が処理しやすい単位に分割したものです。 

Voicon では、主に次の文章がトークンとして処理されます。 

入力トークン：翻訳する英文や、翻訳ロールとして AI へ送信する指示文など  

出力トークン：AI が翻訳結果として返す日本語など  

料金表にある「100 万トークンあたり」の料金は、この入力・出力の処理量に応じて計算されます。 

＜参考＞ 

  NASA の資料 Introduction to the aerodynamics of flight - NASA Technical Reports Server (NTRS) 

  200 ページ程度の PDF ファイル。OpenAI GPT-5 mini での翻訳料金はおよそ 40 円と比較的安価です。 

[同時翻訳数] 

 一括翻訳時に同時に AI 翻訳する件数を設定します。値を大きくすると処理が速くなりますが、翻訳サービスの

無料契約枠で使っている場合は API の時間あたりの利用制限に達しやすくなります。 

[接続テスト] 

 設定した内容で翻訳サービスに接続テストを実施します。接続に成功すると、メイン画面でサービスを選択でき

るようになります。 

[保存] 

 設定した内容を保存します。  

https://ntrs.nasa.gov/citations/19760003955
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3.2.5 翻訳ロール メニュー 

翻訳ロールとは翻訳する文章の用途に応じて、AI への翻訳指示を切り替える機能です。適切な翻訳ロールを指定す

ることで、文章の内容や場面に合った翻訳を行いやすくなります。 

   

システムプロンプトの内容） 

 

 

 

 

 

 

[新規追加] 

 翻訳ロールを新規作成することができます。表示名、システムプロンプトを編集後に保存してください。 

[複製] 

 既存の翻訳ロールを複製して編集することができます。 

本テキストは『SCP - Containment Breach』のものです。 

要件： 

- 会話、施設内アナウンス、警備関連の通信、警告、指示、緊急メッセージなど、話者や状況に応じた自然な

日本語を使用すること。 

- SCP 指定、収容プロトコル、施設・警備関連の用語、職員の役割、科学技術用語、セキュリティ・クリアラ

ンスなど、『SCP - Containment Breach』に即した用語を使用すること。 

- SCP 指定、固有名詞、施設名、コード、番号、略語、その他 SCP 特有の識別子については、日本語環境下で

も識別可能であるべき場合、そのまま維持すること。 

- 施設内アナウンス、警告、警備関連のメッセージは、組織による告知にふさわしい、簡潔かつ威厳のある文

体で翻訳すること。 

- キャラクターの性格、緊迫感、恐怖、躊躇、皮肉、その他会話に含まれるニュアンスを維持すること。 
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[削除] 

 選択したロールを削除します。 

[翻訳テスト] 

 編集したシステムプロンプトを使ってテスト英文を翻訳し、翻訳結果を確認することができます。システムプロ

ンプト変更の確認作業に利用できます。 

＜補足＞ 

任意のゲーム向けにシステムプロンプトを作成する場合は以下の内容を ChatGPT に入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成された英文テキストを、システムプロンプトに登録してください。  

以下のゲームについて、英語音声を自然な日本語へ翻訳するための AI 翻訳用システムプロンプトを作成してくだ

さい。 

対象ゲーム：［ここにゲーム名を入力］ 

このプロンプトは、システムプロンプト全体のうち「アプリ固有部分」として使用します。 

対象ゲームについて調べたうえで、そのゲームの英語音声を、原文の意味・場面・雰囲気を維持しながら、その

ゲームに適した自然な日本語へ翻訳するために必要なゲーム固有の内容だけを英語で作成してください。 

以下の内容を考慮してください。 

• そのゲームで登場する会話、ナレーション、無線通信、アナウンス、ムービー、チュートリアル、システ

ム音声、ミッション・クエスト会話など、想定される音声の種類  

• それぞれの音声に適した日本語の文体、口調、簡潔さ、フォーマルさ、緊迫感など  

• キャラクター、話者、役職、階級、組織、部隊などによって特徴的な話し方や呼称がある場合の扱い  

• キャラクター名、地名、組織名、部隊名、アイテム名、兵器名、能力名、種族名、役職名、架空用語、略

語、型式、コード、番号など、そのゲームで重要となる固有表現  

• そのゲーム固有の専門用語や世界観上の用語について、日本語で一般的・公式・定着した表記がある場合

の扱い  

• 無線交信、軍事通信、ファンタジー特有の台詞、SF 用語、施設アナウンスなど、そのゲーム特有の発話

形式がある場合、それを日本語として自然に表現するための注意事項  

• 原文の短い指示、警告、掛け声、断片的な発話、俗語、キャラクター固有の表現などを、不必要に説明的

な日本語へ変えないための注意事項  

• その他、そのゲームの英語音声を自然かつ適切な日本語へ翻訳するために重要なゲーム固有の特徴  

作成条件： 

• 英語から日本語への翻訳に使用するシステムプロンプトとして作成してください。  

• ゲーム固有の翻訳方針だけを記述してください。  

• 「意味を保持する」「情報を追加しない」「自然な日本語にする」など、ゲームに依存しない一般的な翻

訳ルールは含めないでください。これらは別の共通プロンプトで指定します。  

• 回答形式、日本語訳のみを返す等の出力形式に関する指示は含めないでください。これらも別の共通プロ

ンプトで指定します。  

• ファイル名、ミッション情報、シナリオ情報などのコンテキストをどのように評価するかという一般ルー

ルは含めないでください。  

• ゲームについて確認できない固有名詞、公式訳、設定、話し方などを推測で追加しないでください。  

• 固有名詞や専門用語を網羅的に列挙することよりも、実際のゲーム音声を日本語へ翻訳するときに有効な

情報を優先してください。  

• 長くなりすぎないよう、実用性の高い内容に絞ってください。  

• 完成した英語のシステムプロンプト本文だけを出力してください。  

• 日本語の説明、前置き、補足、コードブロックは付けないでください。  

構成は原則として、最初に 

The source text is from [ここにゲーム名を入力]. 

と記載し、その後にゲーム固有の翻訳方針と Requirements: を記載してください。 
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3.2.6 AI アシスタントロール メニュー 

 AI アシスタントロールは翻訳ロールと同様の内容ですが、使用目的が異なります。翻訳した日本語が不自然であ

る場合、元音声の文字起こし（英語テキスト化）が正しくできていない可能性があります。この場合、AI アシス

タント機能を使って文字起こしされた英文の校正を行います。その際に使用するのが AI アシスタントロールで

す。 

  

 システムプロンプトの内容） 

 

 

 

 

  

この書き起こしは『SCP - Containment Breach』のものです。 

『SCP - Containment Breach』および SCP 財団の設定に特有の用語、名称、指定番号、フレーズに関する認識エラー

には特に注意を払ってください。 

要件： 

- 認識エラーと思われる箇所を修正する際は、『SCP - Containment Breach』および SCP 財団の設定に適切な用語を

優先的に使用してください。 

- SCP 指定番号、キャラクター名、職員の役割、施設関連用語、収容関連用語、セキュリティ関連用語、科学・医療用

語、および緊急アナウンスには特に注意を払ってください。 

- 書き起こし内容から判断できる場合、SCP、D クラス、機動部隊（Mobile Task Force / MTF）、九尾の狐（Nine-

Tailed Fox）、収容違反（containment breach）、収容室（containment chamber）、セキュリティ・チェックポイン

ト、ロックダウン、除染（decontamination）、避難（evacuation）といった用語を適切に認識してください。 

- 書き起こしから妥当に特定できる SCP 指定番号は、そのまま維持してください。 

- 誤認識であると判断できる妥当な根拠がない限り、キャラクター名、部隊名、施設名、コード、番号、その他のゲー

ム固有の識別子はそのまま維持してください。 

- 自動アナウンス、インターコム（構内放送）のメッセージ、セキュリティ・メッセージ、セリフ、および録音メッセ

ージは、それぞれの本来の文脈に合わせて扱ってください。 
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[新規追加] 

 ロールを新規作成することができます。表示名、システムプロンプトを編集後に保存してください。 

[複製] 

 既存のロールを複製して編集することができます。 

[削除] 

 選択したロールを削除します。 

 

＜補足＞ 

任意のゲーム向けにシステムプロンプトを作成する場合は以下の内容を ChatGPT に入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成された英文テキストをシステムプロンプトに登録してください。 

  

以下のゲームについて、英語音声を音声認識した際の誤認識を修正する AI アシスタント用システムプロンプトを

作成してください。 

対象ゲーム：［ここにゲーム名を入力］ 

このプロンプトは、システムプロンプト全体のうち「アプリ固有部分」として使用します。 

対象ゲームについて調べたうえで、そのゲームの音声認識結果を適切に評価・修正するために必要な、ゲーム固有

の内容だけを英語で作成してください。 

以下の内容を考慮してください。 

• そのゲームで登場する会話、ナレーション、無線通信、アナウンス、ムービー、チュートリアル、システ

ム音声など、想定される音声の種類  

• 音声認識で誤認識されやすい、そのゲーム固有の用語  

• キャラクター名、地名、組織名、部隊名、アイテム名、兵器名、能力名、種族名、役職名、架空用語、略

語、コード、番号など、そのゲームで重要となる固有表現  

• そのゲーム特有の話し方、口語、俗語、断片的な発話、特殊な文法や言い回しなどがある場合、それらを

単に不自然な英語として修正しないための注意事項  

• 固有名詞、架空用語、番号、識別子などについて、音声認識誤りである合理的な根拠がない限り保持すべ

きもの  

• その他、そのゲームの英語音声を音声認識した際の誤認識を判断するうえで有効なゲーム固有の特徴  

作成条件： 

• 音声認識結果の誤りを修正するためのプロンプトとして作成してください。  

• ゲーム固有の情報だけを記述してください。  

• 一般的な音声認識修正ルールは含めないでください。  

• ファイル名、ミッション情報、シナリオ情報などのコンテキストを証拠として評価するための一般ルール

は含めないでください。これらは別の共通プロンプトで指定します。  

• 修正候補数、回答形式、タグ、日本語訳などの出力形式に関する指示は含めないでください。  

• ゲームについて確認できない固有名詞や設定を推測で追加しないでください。  

• 完成した英語のシステムプロンプト本文だけを出力してください。  

構成は原則として、最初に 

The transcription is from [ここにゲーム名を入力]. 

と記載し、その後にゲーム固有の注意事項と Requirements: を記載してください。 
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3.2.7 出力音声品質プロファイル メニュー 

生成音声をファイルへ出力する際に使用する音声品質プロファイルを設定します。 

 

音声ファイルの種別ごとに品質を定義します。 

 

[新規追加] 

 右側で設定しているパラメータで新しいプロファイルを追加します。 

[保存] 

 変更したパラメータで保存します。 

[削除] 

 選択したプロファイルを削除します。 

[閉じる] 

 メイン画面に戻ります。 
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3.2.8 音声パラメータ メニュー 

音声生成で使用する音声パラメータを設定します。 

 

[新規保存]  

 パラメータグループボックス内の設定値を新しいプリセットとして保存します。ボタンを押すとプリセット名を

入力する画面が表示されます。 

[削除]  

 選択したプリセットを削除します。 

[削除プロファイルの復元]  

 インストール時の初期プリセットを削除した場合、このボタンから復元することができます。 

 ※復元できるのはあくまで初期値だけです。ユーザーの編集内容は復元できません。 

[パラメータ]  

・話速 

数値を大きくすると、より速く話します。数値を小さくすると、ゆっくり話します。ナレーションなどを聞き

取りやすくしたい場合は、やや遅めに設定すると効果的です。無線通信など、短時間で情報を伝える音声では、

やや速めに設定することもできます。 
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・音高 

声の高さを設定します。数値を上げると声が高くなり、下げると声が低くなります。話速とは独立して設定で

きるため、同じ話す速さのまま、声の印象だけを変更できます。 

・感情表現の強さ 

音声に含まれる感情表現の強さを設定します。数値を大きくすると、声の抑揚や感情表現が強くなります。小

さくすると、落ち着いた平坦な話し方になります。通常の案内や無線通信では控えめに、演技性を持たせたい

音声では強めに設定すると効果的です。 

・テンポの緩急 

話し方のテンポにどの程度変化を付けるかを設定します。値を大きくすると、文章中の話すテンポに緩急が付

きやすくなります。値を小さくすると、より一定したテンポで話します。音声に自然なリズムを持たせたい場

合や、機械的に聞こえることを抑えたい場合に調整します。 

・発話前・後の無音時間 

音声の発話前後に入れる無音時間を設定します。例えば 0.20 秒に設定すると、音声が始まる前に 0.20 秒の無

音が入ります。複数の音声を連続して再生する場合に、音声同士の間隔を調整する目的でも使用します。 

・音響効果 

音声全体に適用する音響効果を設定します。音声そのものを加工するだけでなく、使用する環境や通信方式に

合わせた音質を再現するために使用します。例えば、 

• 無線通信らしい音声  

• 屋外放送らしい音声  

• 格納庫などの空間で再生されたような音声  

• 艦内放送のような音声  

• パイロット用防護マスクを通した音声  

など、用途に応じた音響特性を選択できます。音響効果を変更すると、音声の聞こえ方が大きく変わるため、

用途に合ったものを選択してください。 

＜ノイズ種別＞ 

音声に付加する背景ノイズの種類と音量を設定します。ノイズの「音量」と「種類」をそれぞれ設定できます。 

・音量 

音声に付加するノイズの音量を設定します。ノイズを目立たせたくない場合は弱く、通信環境などの雑音を再

現したい場合は強く設定します。 

・カラーノイズ 

カラーノイズを使用する場合に選択します。右側のリストから使用するノイズの種類を選択します。 

・低音ノイズ 

低い周波数を中心としたノイズを使用する場合に選択します。右側のリストから使用するノイズの種類を選択

します。 

＜切断音＞ 

音声の発話開始時・終了時に付加する切断音を設定します。無線通信や通信機器などで、音声が接続・切断され

る際の音を再現するために使用します。 

・発話前/後 

音声が始まる前と後に切断音を設定します。コンボボックスで音量を選択し、オプションボタンで音の種別を

選択します。 
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・サンプル再生 

 テキスト欄に文章を入力し、▶を押すことで、現在選択している音声パラメータが実際の音声生成にどのよう

に反映されるかを確認できます。パラメータを調整した後の最終確認に使用します。 

[リセット]ボタン 

音声パラメータを調整した後、変更した内容を取り消して、元の設定状態に戻したい場合に使用します。 

[デフォルトに戻す]ボタン 

現在の設定を、Voicon で定められている標準の設定値に戻します。 

話速、音高、感情表現の強さ、テンポ、無音時間、音響効果、ノイズ、切断音などの設定を、標準状態に戻した

い場合に使用します。 

[保存]ボタン 

編集したパラメータの内容を上書き保存します。 

 

3.3 ヘルプ メニュー 

 

3.3.1 ユーザーマニュアル メニュー 

本書（PDF ファイル）を表示します。 
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3.3.2 ライセンス メニュー 

ライセンスの登録状態の確認や、ライセンス登録などの操作を行います。 

 

[オンライン認証] 

 入力したメールアドレス、ライセンスコードでオンライン認証を行います。 

[ライセンス購入ボタン] 

 ライセンスを購入する Web ページを表示します。購入するとライセンスコードが表示されます。 

[この PC の登録を解除] 

 1 ライセンスにつき 1 台まで有効です。PC の買い替えやハードウェア構成を変更する場合は事前に PC の登録を

解除し、変更後の PC から再度オンライン認証を行って登録してください。 

3.3.3 更新を確認 メニュー 

Voicon の更新情報を確認します。新しいバージョンが利用可能な場合は、案内に従ってダウンロードページを開く

ことができます。 

3.3.4 バージョン情報 メニュー 

現在使用している Voicon のバージョン情報を表示します。 
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3.4 プロファイル 

プロファイルは、ゲームなど日本語化対象ごとの作業設定を保存するための単位です。音声ソースフォルダ、出力

先ベースフォルダ、翻訳・音声生成に関する設定などがプロファイルごとに保存されます。 

 

3.4.1 編集対象プロファイルの指定 

編集対象プロファイルは新規作成するか、コンボボックスより既存のものを選択します。 

[プロファイルの選択] 

コンボボックスから作業対象を選択します。選択すると、そのプロファイルに保存されている設定がメイン画面

へ読み込まれます。 

[追加] 

 プロファイル名を入力して［OK］ボタンを押すと、新しいプロファイルが作成されます。  
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[削除] 

削除するプロファイルを選択して［削除］を押します。確認画面で削除を実行すると、選択したプロファイルが

削除されます。 

3.4.2 プロファイルの設定 

[プロファイル設定]には、選択中のプロファイルで使用する各種設定が表示されます。設定内容はプロファイルご

とに保存されます。 

   

[音声ソースフォルダ] 

日本語化する元音声ファイルが保存されているフォルダを指定します。（初期化実行後は変更不可） 

[出力先ベースフォルダ] 

作成した日本語音声の出力先となるベースフォルダを指定します。（初期化実行後は選択変更のみ可能）  
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[翻訳エンジン] 

翻訳に使用する翻訳エンジンを選択します。[翻訳エンジン]メニューの設定画面で接続テストが完了している翻

訳エンジンが選択対象として表示されます。 

[翻訳ロール] 

翻訳時に使用する翻訳ロールを選択します。翻訳ロールは、文章の用途や作品に応じた指示を AI 翻訳へ与える

ための設定です。 

[AI アシスタント] 

 AI アシスタント機能で使用するロールを選択します。AI アシスタントロールは文字起こしの誤りを校正するため

に AI に与える指示内容の設定です。 

[音声生成エンジン] 

日本語音声の生成に使用する音声生成エンジンです。現在は AivisSpeech 以外の選択肢はありません。 

[出力音声品質] 

生成した日本語音声をファイルへ出力する際に使用する出力音声品質プロファイルを選択します。 

[翻訳読み替え辞書] 

翻訳時に使用する読み替え辞書を選択します。［編集］を押すと、読み替え辞書の編集画面を開きます。 

 

＜補足＞ 

[プロファイル]コンボボックスと[出力先ベースフォルダ]コンボボックスは選択リストが連動しています。 

[出力先ベースフォルダ]の選択項目を変更すると、そのフォルダに紐づけられたプロファイルが[プロファイル]コ

ンボボックスの選択肢として利用できるようになります。 

 

 

上図の場合、SCP – Containment Breach のプロファイルは D:\scp_work に紐づけられています。 

 [出力フォルダ]はゲーム毎に分けて作成し、それらにプロファイルを紐づけて作成すると管理が簡単になります。 
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3.4.3 画面下部・操作ボタン 

[初期化] 

指定した音声ソースフォルダをスキャンし、日本語化作業に使用する編集ワークデータを作成します。初期化す

るには[音声ソースフォルダ]と[出力先ベースフォルダ]を指定する必要があります。 

[編集] 

翻訳編集画面を開きます。音声認識、翻訳、日本語文章の編集、音声作成などの作業は翻訳編集画面で行います。 

[出力フォルダ] 

選択中のプロファイルで使用している出力先フォルダをエクスプローラーで開きます。作成した日本語音声ファ

イルを確認する場合などに使用します。 

[元音声再スキャン] 

音声ソースフォルダを再スキャンし、元音声ファイルの追加・変更・削除などの変更を管理データへ反映します。

ゲームソフト側のアップデートにより音声ファイルに変更が入っている場合、作成済みの日本語化データ（音声

認識、翻訳、音声生成の各結果）は再作成が必要なため、自動的に削除されます。 

 ※Mod を適用している状態で本コマンドを実行すると、作成済みのデータが削除されますのでご注意ください。 
 ※このボタンは Voicon を単独で起動した時か、DCS Localizer の「Miz 以外音声翻訳」で Voicon を起動した場

合に使用できます。DCS Localizer からミッションファイル指定で Voicon を起動した場合、このボタンは非表

示となります。 
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第 4 章 翻訳編集画面 

4.1 音声ファイル一覧表示部 

 

翻訳編集画面では、音声ファイルごとに音声認識結果や日本語訳を確認・編集し、使用する音声モデルや音声パラ

メータを設定して、日本語音声を作成します。音声パラメータを変更すると、声質や話し方を調整することができ

ます。 

[音声ファイル一覧表示部] 

一覧には、各音声ファイルの英語テキスト、日本語テキスト、作成状態、音声モデルやパラメータなど、作業に

必要な情報が表示されます。 

列名 内容 

英音 ボタンを押すと英語音声ファイルを再生します。また右クリックポップアップメニュ

ーで[0.8 倍速再生]、[0.6 倍速再生]ができます。 

※英語音声を再生するボタン全てで、このポップアップメニュー（スロー再生）が利

用できます。 

文起 ボタンを押すと英語音声ファイルの文字起こし（英語テキスト化）を実施します。 

確度 音声認識結果がどの程度確からしいかを示す目安情報です。★の数（1～5）で表しま

す。値が低い場合は、正しく文字起こしされていない可能性があります。 

英語 文字起こしした英語テキストを表示します。ダブルクリックで編集画面を表示しま

す。 

音声ファイル一覧

表示部 

 

デフォルト値 

デフォルト値 
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翻訳 ボタンを押すと翻訳を実施します。 

日本語 翻訳した日本語テキストを表示します。ダブルクリックで編集画面を表示します。 

日音 ボタンを押すと生成した日本語音声ファイルを再生します。 

生成 ボタンを押すと日本語音声ファイルを生成します。音声モデル列、音声パラメータ列

で表示された設定が使用されます。列に表示されていない場合、表の上にあるデフォ

ルト値が使用されます。 

音声モデル 音声を生成するための音声モデルを表示します。 

音声パラメータ 音声を生成するための音声パラメータを表示します。 

 

4.2 音声モデル選択 

 

[音声モデル選択]ボタンを押すと音声モデルの一覧が表示されます。 

 

使用する音声モデルにチェックマークを付与して選択します。ボタン右隣りのコンボボックスはデフォルトパラメ

ータの設定です。[音声モデル]列が空欄の状態で音声を生成した場合はデフォルトパラメータを使用して音声ファ

イルを生成します。 

 

【重要】 

音声モデルは AivisHub でダウンロードすることができます。ダウンロード後、AivisSpeech に音声モデルを登録

してください。 ※音声モデルの登録手順 

 ※AivisSpeech で使用する音声合成モデルには、モデルごとに異なる利用条件やライセンスが設定されている場  

があります。AivisSpeech 本体の利用条件とは別に、使用する音声合成モデルのライセンス条件が適用されま

す。商用利用、非商用利用、クレジット表記、生成した音声の利用範囲などの条件がモデルによって異なる場

 

選択したものがデフォルトパラ

メータとして扱われます。 

https://hub.aivis-project.com/
https://ai-note.repop.jp/archives/140
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合があります。音声合成モデルを使用する際は、各モデルに設定されているライセンスおよび利用条件を事前

に確認し、その条件に従って利用してください。 

特に、生成した音声を動画、ゲーム、配信、公開コンテンツ、商用コンテンツ等で利用する場合は、使用する

モデルの利用条件を確認してください。 

 

＜音声モデルの選択セット＞ 

よく使う音声モデルは「選択セット」として保存することができます。チェックマークを付与した状態で保存ボタ

ンを押すと[選択セットの保存]画面が表示されます。 

 

選択セット名を入力して保存ボタンを押すと、プリセットとして保存されます。 

以降、コンボボックスから簡単に設定できます。 

 

 

  

セット名を入力して保存 

 

「選択セットに上書き」は現在選択中

の選択セットに上書きするときに使用

します。 
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4.3 音声パラメータ 

 

[音声パラメータ]ボタンを押した場合は音声パラメータ設定画面を表示します(3.2.8 音声パラメータ参照)。 

4.3.1 英語音声ファイルの自動解析 

音声パラメータボタンの右隣りのチェックボックスは英語音声ファイルの音響解析を実施するかどうかを指定しま

す。チェックマークを付与している場合、日本語音声の生成直前に英語音声の音響解析を実施し、検出した内容

（音響効果）をもとにして日本語音声ファイルを生成します。 

※音響解析が実施済みの場合、音声パラメータのセルの背景色が緑色になります。 

※音響解析が実施されるのは以下の条件です。 

①自動解析にチェックマークがあること。 

②音声パラメータ列のセルに音声パラメータを手動で設定していないこと。 

 →自動解析結果よりも手動設定の内容が優先されるためです。 

③音声パラメータ列のセルの背景色が白色であること（音響解析が未実施）。 

※通常は一括作成時に自動解析オンで音声生成まで実施し、その後、英語音声と日本語音声を聞き比べて、必要に

応じて音声パラメータを変更し、日本語音声を再生成します。 

※英語音声の周波数特性をもとに音響解析した結果を割り当てているので、誤判定するケースもあります。 

4.3.2 デフォルト音声パラメータの設定 

自動解析を使用しない場合はコンボボックスよりデフォルト値に使用する音声パラメータを指定します。 

 

音声生成したときに音声パラメータセルが空白である場合、このデフォルト値が使用されます。 
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4.3.3 音声パラメータの編集  

音声パラメータのセルを右クリックすると音声パラメータ編集画面が表示されます。 

  

＜音響解析＞ 

 [解析・適用] 

  音声パラメータ列で選択したセル（複数行選択可能）の英語音声ファイルの音響解析を実施します。解析結果

はこの画面上の各オプションに反映されます。 

  選択セルが解析実施済みである場合、解析結果情報の画面反映だけを行います。この画面内で編集した内容を

解析結果で上書き（リセット）する目的で使用できます。 

 [選択セルをクリア] 

  音声パラメータ列で選択したセル（複数行選択可能）を空白状態に設定します。手動で音声パラメータを設定

したセル（セルの背景色が白色）は音響解析ができません。この状態を解除する目的で使用します。 

 [▶英音] 

  英語音声ファイルを再生します。  
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 [▶日音] 

  画面内で設定しているオプション内容をもとに日本語音声を生成し、再生します。※試聴用の機能です。 

 [コピー][貼付け] 

  画面内の設定パラメータを他のレコードに適用するために使用します。 

  [コピー]は１レコード選択時のみ使用できます。 

  [貼付け]は複数レコードでも使用可能です。 

＜音声パラメータ＞ 

 選択したレコードに適用する音声パラメータを選択します。 

 ※音声パラメータを選択すると、その音声パラメータのプリセット値（音響効果、ノイズ種別、切断音）が画面

下部に反映されます。これらの値は変更することが可能で、変更内容はレコード毎に保持されます。 

＜音響効果＞ 

 選択した音声パラメータに設定されている音響効果がデフォルトで選択状態になります。他の音響効果に変更す

ることも可能です。 

＜ベース音量＞ 

  

 英語音声ファイルの音量計測値が表示されます。また、日本語音声ファイル生成時にベース音量の計測値に対す

る増幅値を指定することができます。 

＜ノイズ種別＞ 

  

 送信開始音・切断音の種類と音量を設定します。実際の無線通信などで発生する、音声の背景に流れる「ザー」

というノイズを再現するために使用します。 

 [音量] 

  背景に流すノイズの音量を設定します。数値を大きくすると「ザー」というノイズが大きくなり、音声が聞き

取りにくい環境になります。 

 [カラーノイズ] 

  無線通信などで音声の背景に流れる、広い周波数帯域の「ザー」というノイズを再現します。無線機の受信時

に発生するような、連続したノイズを想定しています。 

 [低音ノイズ] 

  低い音を中心としたノイズを再現します。機械音や空調音など、低い音が背景に続いている環境を想定してい

ます。 

 [▶] 

  選択しているノイズを試聴します。 
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＜送信開始音・切断音＞ 

  

 音声に加える送信開始音、切断音の種類と音量を設定します。無線通信や放送などで発生する、発話前、発話後

の送信開始音、切断音（ブシュ・ブツッというような音）を再現するために使用します。 

[発話前] 

  無線通信や放送を開始するときの「ブツゥ」という送信開始音の音量を指定します。また、音のタイプをオプ

ションボタンで選択します。 

[発話後] 

  無線通信や放送を終了するときの「ブツゥ」という切断音の音量を指定します。また、音のタイプをオプショ

ンボタンで選択します。 

 [▶] 

  選択している送信開始音、切断音を視聴します。 

 

4.4 英語列の編集 

英語列をダブルクリックすると編集用画面が表示されます。 

 

[▶] 

元音声の再生や停止に使用します。 

※右クリックポップアップメニューからスロー再生を利用できます。 

[OK] 

編集内容を登録します。 

 [キャンセル] 

  本画面を閉じます。 
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4.5 日本語列の編集 

日本語列をダブルクリックすると編集用画面が表示されます。 

 

 [音声モデル・音声パラメータ] 

  音声生成に使用する音声モデルとパラメータを選択します。[OK]ボタンを押すと日本語テキストとともにこれ

らの情報も登録します。 

  ※4.3.3 の音声パラメータ編集画面で個別編集している場合、この画面上の音声パラメータコンボボックスを

変更すると、編集内容が選択した音声パラメータの内容で上書きされます。 

 [記号説明] 

  日本語テキストに含められる発音調整記号の一覧を表示します。 

   

Ctrl＋Enter もしくは 

Shift＋Enter で改行可能 
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 [▶] 

  設定した日本語、音声モデル、音声パラメータで音声を試聴します。 

 

4.6 一括作成処理 

[作成開始]ボタンを押すと一括作成処理を開始します。処理を中断する場合は［停止］ボタンを押してください。 

 

4.7 検索・置換 

 

文字列の検索、置換処理を行います。 

[検索文字列] 

 検索対象の文字列を指定します。正規表現で指定が可能です。[あいまい検索]を指定した場合は、検索文字列か

ら「-」｢/｣「_」「半角スペース」を除去した文字列で検索します。「正規表現」「あいまい検索」のどちらも指

定していない場合は単純な文字列一致検索になります。 
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[置換] 

 選択中のセルの文字列を置換した後、[次へ]検索を実行します。置換および次の検索の対象は英語列、日本語列

で、それぞれチェックマークが付いている列のみが対象となります。 

[全置換] 

 すべてのデータについて置換処理を一括で実行します。処理対象は英語列、日本語列で、それぞれチェックマー

クが付いている列のみが対象となります。 

※[あいまい検索]を指定している場合は[置換][全置換]は使用できません。 

4.8 フィルター 

 

音声ファイル一覧表示部の表示内容にフィルターをかけることができます。 

[フォルダ名][ファイル名] 

 フォルダ名とファイル名でフィルターをかけます。正規表現が使用可能です。 

[英語][日本語] 

 英語列、日本語列の内容でフィルターをかけます。正規表現、あいまい検索が使用可能です。 

[その他] 

 作成状況でフィルターをかけます。[確度]は音声認識(文字起こし)結果状態でフィルターをかけます。 

 [カラーマーキング]は[フォルダ名][ファイル名]列につけたカラーラベル（後述）でフィルターをかけます。 

    

 

[エラー] 

 エラーステータスでフィルターをかけます。 

[適用] 

 フィルタ条件を適用し、一覧表示を更新します。 

[解除] 

 フィルタ条件の適用を解除し、一覧表示を更新します。 

[クリア] 

 フィルタ条件を全てクリアし、一覧表示を更新します。 

  



36 

 

4.9 読み替え辞書編集 

読み替え辞書は、翻訳時に特定の単語や表記を、あらかじめ指定した日本語表記へ置き換えるための機能です。英

数字や略号などをそのまま音声合成に渡した場合に発生しやすい誤読や不自然な読み上げを抑え、聞き取りやすい

日本語音声を作成するために使用します。 

 

 

 

※上図は DCS World 用の読み替え辞書です。 

 



37 

 

[行追加] 

 新規レコードを追加します。 

[行複製] 

 選択レコードをコピーして新しいレコードを作成します。 

[行削除] 

 選択レコードを削除します。 

[ソート順リセット] 

 一覧表示部はカラムをマウスクリックすることでソート順を変更できます。このボタンにより、ソート順を初期

状態（カテゴリ・置換前で昇順ソート）に戻します。 

[置換条件設定] 

[完全一致]、[正規表現]の列で置換条件を設定します。セルをクリックすると[〇→×→空白]の順で値が変わります。 

 

[完全一致]に〇を付けた場合、置換前の文字列が他の英数字の一部ではなく、独立した語として一致した場合のみ

置換します。「F/A-18」が完全一致に〇で定義されている場合、以下のようになります。 

対象文字列 置換有無 補足 

F/A-18 置換する 独立した表記として一致 

the F/A-18 aircraft 置換する 前後が英数字ではないため一致 

F/A-18. 置換する 前後が英数字ではないため一致 

FA 18 置換する [-][_][/][ ]は無視するため一致 

F/A-18E 置換しない 直後に英字(E)が続くため不一致 

※辞書に「F/A-18」と「F/A-18E」の両方が登録されている場合、文字数の多いほうから置換判定が行われます。 

[完全一致]、[正規表現]のどちらも空欄である場合は、文字列一致で置換が行われますが、[-][_][/][ ]は無視して判

定します。 

[完全一致]、[正規表現]のどちらかに「×」を付けた場合、その単語の読み替えは行われません。 

＜補足＞ 

登録した辞書単語により翻訳結果がおかしくなる場合は、該当ワードに対して×を付与してください。 

[正規表現]に〇を付与した場合は正規表現で一致した場合に文字列置換を行います。 

 

上図は「March 11, 2026」のような英語表記の日付を日本語表記「2026 年 3 月 11 日」に置換します。 

$1、$2 などキャプチャ記号を使用すると、正規表現で取得した文字列の一部を置換後の文字列に利用できます。 
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※正規表現の使い方については、解説サイトなどを参照してください。 

※置換一致判定は①正規表現の文字列が長い順 ②完全一致（〇or 空白）の文字列が長い順 で処理されます。 

 

 

[辞書]選択コンボボックス 

 編集対象の辞書を選択します。 

[追加] 

 新しい辞書を作成します。 

[削除] 

 選択辞書を削除します。 

 

[検索]と[フィルター]については 4.6､4.7 を参照してください。 
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4.10 再翻訳対象抽出 

読み替え辞書を編集・保存すると、翻訳済みのレコードに再翻訳が必要となる場合があります。［再翻訳対象抽出］

ボタンを押すと、再翻訳が必要なレコードのみを一覧表示します。 

 

 

 

再翻訳が予約され

ます。 
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4.11 非翻訳設定 

翻訳対象外として扱いたい文字列を定義します。 

 

音声認識結果の英文が数値のみだった場合のように翻訳する必要がない場合、英語列の内容を日本語列にコピーす

ることができます。判定条件は正規表現で登録します。 

[新規登録] 

 新しいレコードを追加します。 

[適用] 

 編集した内容を上部リストに反映します。 

[削除] 

 上部リストで選択したレコードを削除します。 
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4.12 右クリックメニュー（フォルダ名列、ファイル名列） 

[フォルダ名]列、もしくは[ファイル名]列を右クリックした場合、下図メニューが表示されます。 

 

[ファイル名を英語にコピー] 

 ファイル名から拡張子を除いた文字列を英語列にコピーします。 

[選択行を作成対象外に登録/解除] 

 作業中のプロファイル内において、選択した行を作業対象外に設定します。作業対象外に設定するとメニュー項

目にチェックマーク（レ）が付与され、該当レコードの背景色が濃い灰色になります。作成済みの音声ファイル

がある場合は削除されます。作業対象外のレコードにもう一度適用すると、対象外設定が解除されます。 

[選択行を共通対象外に登録/解除] 

 複数のプロファイルで共通の作業対象外ファイルとして登録します。作業対象外に設定するとメニュー項目にチ

ェックマーク（レ）が付与されます。また、該当レコードの背景色が濃い灰色になります。作成済みの音声ファ

イルがある場合は削除されます。作業対象外のレコードにもう一度適用すると、対象外設定が解除されます。 

 ※登録した共通対象外ファイルが他のプロファイルに反映されるタイミングは、プロファイルの初期化時点のみ

です。初期化済みのプロファイルには適用されません。 
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[複数話者に分割] [複数話者解除] 

 1 個の英語音声ファイルに複数の話者が含まれている場合に対応する機能です。※後述 

[カラーマーキング] 

 [フォルダ名][ファイル名]列にカラーマーキングを設定します。カラーマーキングしたレコードはフィルター機

能で検索することができます。あとでチェックしたいレコードに設定しておくなどの使い方ができます。 

  

 

4.13 複数話者音声作成機能 

1 個の英語音声ファイルに複数の話者が含まれている場合に対応する機能です。話者ごとの音声ファイルを作成

し、合成して 1 個の音声ファイルとして作成することができます。 

4.13.1 複数話者の分割から音声作成迄 

［複数話者に分割］メニューを選択すると以下の画面が表示されます。 

  

 話者数を３にして分割すると以下のように子レコードが 3 個作成されます。 

 

 子レコードの日本語列の内容を編集して、話者ごとの音声ファイルを作成します。 

 

  

 

 

子レコード 

親レコード 

 

 

子レコード毎に音声モデル、音声パラメー

タを指定して日本語音声を生成します。 
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子レコードの音声ファイルを全部作成すると、親レコードの生成ボタン[♪]と[無音時間設定]ボタンが活性化しま

す。親レコードの生成ボタン[♪]は子レコードの音声ファイルを 1 つにまとめるマージ機能になります。 

 [無音時間設定]ボタンを押すと無音時間設定画面が表示されます。 

  
 この画面で各音声間の接続時間を調整することができます。 

 [リスト部] 

  接続前無音時間・・・音声の前に挿入する無音時間を設定します。 

  日本語    ・・・日本語を表示します。編集はできません。 

  再生     ・・・接続時間を確認するための視聴機能です。例えば 2 行目の再生ボタンをクリックした場

合、1 行目と 2 行目が再生されます。これにより、設定した接続無音時間が適切である

か確認することができます。 

 [▶全体再生] 

  音声ファイル全体を再生します。接続時間の設定が適切であるか視聴して確認できます。 

  ※こちらは視聴用の機能です。 

 [保存] 

  設定した時間設定を保存します。同時に設定した無音時間で接続してマージした日本語音声ファイルを保存し

ます。 

 [閉じる] 

  画面を閉じます。 

 ＜参考機能＞ 

  各話者間の発話無音時間を計測することができます。英音列の[▶]ボタンの右クリックポップアップメニューか

ら［無音時間計測・設定］を選択すると以下の画面が表示されます。 
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  マウスのスクロールホイールでドラッグアンドドロップすると、その区間が灰色の斜線で選択されます。 

  ドラッグアンドドロップを終了するとその区間の音声が再生されます。また、選択区間で表示した秒数がクリ

ップボードにコピーされます。この画面で話者間の無音時間を計測し、先ほどの無音時間設定画面で接続前無

音時間に値を設定します。 

   

 

4.13.2 複数話者解除 

  

 親レコードを選択した状態でフォルダ列、ファイル列の右クリックポップアップメニューを開くと[複数話者解

除]メニューが表示されます。本メニューを選択することで、分割状態を解除して元に戻します。 

  

マウスのスクロールホイール

のドラッグアンドドロップで

範囲を指定します。 
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4.13.3 子レコードの操作 

  
子レコードを選択した状態でフォルダ列、ファイル列の右クリックポップアップメニューを開くと、子レコード

用の操作メニューが表示されます。 

[上に移動][下に移動] 

 選択した子レコードの位置の入れ替えに使用します。 

 [子レコードを追加] 

  子レコードを一番下に追加します。 

 [子レコードを削除] 

  選択した子レコードを削除します。 
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4.14 右クリックメニュー（英音列） 

  

[0.8 倍速で再生][0.6 倍速で作成] 

  英語音声をスロー再生で視聴できます。 

 [無音時間計測・設定] 

  無音時間計測・設定画面が表示されます。 

   
   

 

発話前、発話後の無音時間を設定することができます。 

  波形図上でマウス左ボタンでダブルクリックすると、音声の先頭から指定した地点までが無音時間として設定

されます。マウス右ボタンでダブルクリックすると、指定した地点から音声の終了までが無音時間として設定

されます。生成した日本語音声にこの発話前と発話後の無音時間が追加されます。 

  ※音響解析を実施した場合、発話前、発話後の無音時間は自動で設定されます。 

   

マウスのスクロールボタンで波形図上をドラッグアンドドロップするとその区間が灰色の斜線で選択されます。  

ドラッグアンドドロップを終了するとその区間の音声が再生されます。また、画面下部の[選択区間]で表示し

た秒数がクリップボードにコピーされます。 

 

  [▶] 

   英語音声ファイル全体を再生します。右クリックポップアップメニューからスロー再生でもできます。 

  [登録] 

   発話前無音時間と発話後無音時間を登録します。日本語音声の生成時に、発話内容の前後にこの無音時間が

追加されます。 

  [キャンセル] 

   この画面を閉じます。 

 

 

  

マウススクロールホイー

ルのドラッグアンドドロ

ップで範囲を指定 

マウス左ボタンダブルク

リックで発話後無音時間

の終了地点を指定 

マウス右ボタンダブルク

リックで発話後無音時間

の開始地点を指定 
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4.15 右クリックポップアップメニュー（確度列～日本語列） 

 

[英音]列から[日本語]列までの間で右クリックした場合、上図のメニューが表示されます。 

[AI アシスタント(英語チェック)] 

 翻訳した日本語が不自然である場合、元音声の文字起こし（英語テキスト化）が正しくできていない可能性があ

ります。本機能を使用すると、AI が内容を推測し、修正案を提示します。 
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  [推測〇を採用]のボタンを押すと、英語と日本語をそれぞれの列にコピーすることができます。 

  ※本機能は文字起こしした英文テキストや音声ファイル名などの情報をもとに、AI が音声認識の誤りを推測し、

英文の校正候補を提案する機能です。本機能では、実際の音声ファイルそのものを AI が解析しているわけ

ではありません。そのため、処理対象となる英文が長く、判断材料となる情報が多いほど、適切な校正候補

を提案できる可能性が高くなります。 

[候補選択][候補を使用しない] 

 本機能は DCS Localizer との連携時のみに機能します。「Voicon DCS World 専用機能ガイド」で説明します。 

[英語を日本語にコピー] 

 選択レコードの英語列の内容を日本語列にコピーします。翻訳する必要がない場合などに使用します。 

[ファイル名を英語にコピー] 

   

  選択レコードのファイル名から拡張子を除いた文字列を英語列にコピーします。 

[選択セルをクリア] 

 選択範囲内にある、英語と日本語のセルの内容をクリアします。 

[読み替え辞書無しで翻訳] 

 選択レコードについて読み替え辞書を使用せずに翻訳します。読み替え辞書の影響により翻訳ができない、また

は翻訳結果の日本語内容が不自然な場合は本機能を試してください。 

[再翻訳待ち解除] 

 再翻訳待ち（日本語列が黄色）になっているレコードについて、再翻訳が不要である場合は、こちらで処理予約

を解除できます。 

[読み替え辞書へ登録] 

 選択したレコードの内容で読み替え辞書に登録することができます。 英語列、日本語列の内容を読み替え辞書

に登録したい場合に使用します。 

[カテゴリ] 

 カテゴリを選択します。新しいカテゴリを指定して追加 

 することもできます。 

[置換前] 

 置換前の文字列を指定します。 

[置換後] 

 置換後の文字列を指定します。 

[完全一致・正規表現] 

 一致条件を選択します。〇、×、空白から選択します。 

 ※一致条件については読み替え辞書登録画面の説明を 

参照してください。  
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4.16 右クリックポップアップメニュー（生成列、音声モデル列） 

 

[生成]列、もしくは[音声モデル]列を右クリックした場合、上図のメニューが表示されます。 

[音声モデル置換] 

 音声モデルを一括で置換することができます。 

  

[置換元]選択コンボボックス・・・置換対象となる音声モデルを選択します。 

[置換先]選択コンボボックス・・・置換先となる音声モデルを選択します。 

＜音声モデル＞ 

 選択レコードの音声モデルを変更できます。 
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4.17 右クリックポップアップダイアログ（音声パラメータ列） 

 音声パラメータ列を右クリックすると以下の音響効果設定画面が表示されます。 

4.3.3 音声パラメータの編集 を参照してください。 
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第 5 章 辞書マージ 
Voicon のバージョンアップで読み替え辞書に更新情報がある場合、辞書データのマージ画面が表示されます。 

 

読み替え辞書について、使用中の辞書情報を採用するか、更新辞書の情報を採用するかを選択できます。 

[置換後]、[完全一致・正規表現]、[補足]の列はクリックすることで個別に選択することができます。[使用中辞書]、

[更新辞書]のボタンで一括選択もできます。シート全体を一括選択する場合は、表の上にある一括選択ボタンを使

用してください。辞書が複数ある（タブが複数ある）場合は、画面下の一括選択ボタンで全ての辞書シートについ

て一括で設定することも可能です。 

[スキップ]ボタンを押した場合はマージ処理を実行せずにメイン画面に遷移します。次回起動時に再度、この画面

が表示されます。 
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第 6 章 体験版制限事項 
体験版には以下の制約があります。 

① メイン画面で作成できるプロファイルは 1 件のみです。 

② DCS Localizer と連携時は、DCS のミッションファイルを 5 件まで扱うことができます。 

③ 翻訳読み替え辞書は 1 個だけ作成できます。DCS Localizer 連携時は「DCS World 用」辞書があるため、作成

することはできません。 

④ 翻訳編集画面では一括処理（[作成開始]ボタン）は使用できません。表中の[文字起こし][翻訳][音声生成]を個

別に選択して作業する必要があります。 

⑤ １プロファイル内で処理可能なレコード数は任意の 10 レコードです。10 レコードに到達すると、他のレコー

ドは編集ロックされます。 
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第 7 章 その他 

7.1 無音時間設定（通常レコード） 
 英語音声ファイルに含まれる発話前、発話後の無音時間を生成する日本語音声ファイルにも追加できます。 

無音時間の設定は無音時間計測・設定画面で行います。（※4.14 参照） 

  

 上図の場合、以下の内容で日本語音声ファイルが生成されます。 

(0.67 秒間無音)(日本語テキストの音声)(0.59 秒間無音)  

 

7.2 無音時間設定（複数話者レコード） 

  複数話者に分割時、子レコードの発話前、発話後の無音時間は 0.0 秒に設定されています。 

  

 

 

 

   

子レコード間の無音接続時間は無音時間設定画面で設定します。 

   

  それぞれの音声の前に挿入する無音時間を入力します。 

※英語音声内での話者間の無音時間は、無音時間計測・設定画面で計測することができます。 

    

親 

 子 1 

子 2 

子 3 
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 無音時間設定の登録内容を以下とします。 

  
  親レコードの発話前、発話後の無音時間設定が以下とします。 

   

  この場合、生成される日本語音声は、以下のようになります。 

   (0.67 秒間無音)(0.5 秒間無音)(子 1 音声)(0.6 秒間無音)(子 2 音声)(0.7 秒間無音)(子３音声)(0.59 秒間無音) 

 

7.3 無音時間設定（送信開始音、切断音を含む場合） 
 無線等で発生する送信開始音、切断音（ブシュッ、ブツッのような音）を含める場合、生成音声の無音構成は以

下のようになります。 ※発話前無音時間を 0.5 秒、発話後無音時間を 0.7 秒とする。 

  (0.5 秒間無音)(送信開始音)(0.1 秒間無音)(日本語音声) (0.2 秒間無音) (切断音)(0.7 秒間無音) 
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免責事項 
本ソフトウェアおよび本書に記載された内容の利用により生じた損害、データの消失、ゲームまたは他のソフトウ

ェアの動作不良その他の不利益について、SiegWorks は、法令上認められる範囲において責任を負いません。 

本ソフトウェアは、ゲーム、AI 翻訳サービス、音声認識ソフトウェア、音声合成ソフトウェアその他の外部サービ

ス・ソフトウェアと連携して動作します。これらの仕様変更、アップデート、サービス内容の変更・停止等により、

本ソフトウェアの一部または全部の機能が正常に利用できなくなる場合があります。SiegWorks が管理できない外

部要因によって本ソフトウェアの一部または全部が利用できなくなった場合についても、法令上必要となる場合を

除き、ライセンス料金の返金その他の補償は行いません。 

AI による音声認識、翻訳および音声生成の結果について、その正確性、完全性または特定の目的への適合性を保証

するものではありません。生成された内容は、必要に応じて利用者自身で確認してください。 

本ソフトウェアを使用して第三者の著作物その他のコンテンツを利用する場合、その利用に必要な権利、許諾、利

用条件等の確認は利用者自身の責任において行うものとします。本ソフトウェアの使用または本ソフトウェアによ

って作成された音声その他の成果物の利用に関連して、著作権その他の第三者の権利に関する請求、異議、紛争、

損害その他のトラブルが生じた場合は利用者の責任において対処するものとし、SiegWorks は、法令上認められる

範囲において責任を負いません。 

本書に記載されている外部サービス、ソフトウェア、料金、利用条件、画面構成等は変更される場合があります。

利用にあたっては、各サービスまたはソフトウェアの最新情報をご確認ください。 

 


